
環境制御機器を複合環境制御盤を使用せず安価に動作制御することで小規模ハウスでの導入を可能にします。

きゅうり産地の復興に向けた低コスト安定生産流通技術体系の実証研究
～小規模施設に適応した環境制御技術の実用化～
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結果

栽培システムの概要

●環境制御技術の導入効果

小規模パイプハウスのきゅうり栽培において、炭酸ガス施用機、低コスト細霧システム、自動換気装置を導入
し、動作制御を行うことで、収量で25%増加します。また、3.3a規模、現在可販収量が15t/10a程度の経営
体への導入を想定した場合、約186千円所得が向上します。

図１ 主な環境制御機器

表１ 主な導入装置と作動条件
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図２ 環境制御による増収効果（R2 岩手農研・北上）

●収益性評価

●炭酸ガス施用機を夜間も運転した効果

図３ 定植時期別総収量の推移（R2 岩手農研・北上）

留意事項

〇定期的にハウス内環境(温度､湿度､CO2濃度)を自身で
把握し、装置の設定と動作状況の確認が必要です。
特に炭酸ガス施用機を夜間に稼働させる際は、早朝にハ
ウス内CO2濃度が過度に高まっている場合があるため注
意が必要です。
〇基本的な栽培管理技術を行ったうえで、従来に比べる
と高温・高湿度管理となるため、効果的な薬剤防除体系
や耐病性品種導入の検討が必要となります。
〇定植時期の気温が低い場合は、炭酸ガス施用機の発熱
を夜間に利用しても、生育に影響が出るため、極端な早
植は避けて下さい。

定植日：（早熟）R2/4/6
　　　   　（抑制）R2/7/31

栽培方法：1,080株/10a（4間ハウス4畝）、
　　　　     栽培槽幅30㎝､通路1.2m､株間50cm、
             アーチネット栽培､主枝1本仕立て
             側枝2節摘心､2次側枝以降半放任、
             力枝あり。隔離養液栽培。栽培槽
  　　       ｢ゆめ果菜恵｣。培土「隔離床専用
             培土｣。培養液はOATSA処方2液式

 品種：　   穂木（早熟）「プロジェクトX」
　　　　      　　　（抑制）「クラージュ２」
　　　　      台木「バトラー｣
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出力部

（共通）８時間帯制御 固定時刻・日出日入時刻設定（換気窓、カーテン、暖房、炭酸ガス、ミスト）

換気窓 ４系統 ４段階開閉、雨・風速連動、開度制限、開度同期、不感温度

カーテン（遮光） １系統 時間帯別に遮光・保温・強制開・強制閉から選択
２段階開閉、日射制御、閉度制限（すき間換気）、開度同期

カーテン（保温） １系統 時間帯別に遮光・保温・強制開・強制閉から選択
３段階開閉、開度同期

暖房機 １系統 加温除湿

炭酸ガス発生機 １系統 日射制御、換気窓連動、暖房利用

ミスト １系統 ３段階飽差制御、換気窓連動

かん水 １系統 タイマー＋日射比例かん水、固定時刻・日出日入時刻設定

（選択）換気扇・ヒートポンプ 選択式 換気扇：かん水との切替選択、ヒートポンプ：窓・カーテン１系統との切替選択

入力部

内気象 温度センサ×１、湿度センサ×１、ＣＯ２センサ×１

外気象 温度センサ×１、日射センサ×１、風向風速センサ×１、感雨センサ×１

仕様

電源 AC100V±１０％ ５０／６０Ｈｚ

使用温度範囲 ０～５０℃

使用湿度範囲 ８５％ＲＨ以内（ただし結露しないこと）

ROM・ファームウェア ROM Ver２５以上、SDファームウェアVer20２０以降

ＵＥＣＳ対応

モニタリング UECS対応モニタソフトで環境値や制御機器の動作状態を受信可能
（主なソフト・サービス Arsprout クラウド、UECS-GEAR、UECS LoggingSoftなど）

外部操作（非推奨） 外部からのセンサ値受信、制御命令に対応（UECS対応機器、ソフトウェア）

ＦＡＲＭＡＴＥの基本仕様

複合制御盤 ＵＥＣＳ－ＩＦ盤

主電源盤 ＣＯ２センサ 外気温センサ

温湿度センサ

風向風速センサ

日射センサ 感雨センサ

基本システム構成 推奨オプション

注１）製品化前の仕様で
変更があります
注2）LANネットワークと
管理用端末としてPCが
必要になります

管理画面(Web）



本県産きゅうりにおいて、夏期高温期に流通段階で果実先端が奇形肥大する障害（以下、「フケ果」）が生じ、
産地の信頼低下や単価下落を招いており、その対策が求められています。

きゅうり産地の復興に向けた低コスト安定生産流通技術体系の実証研究
～夏秋どり栽培での障害果発生の原因解明と対策技術の開発～
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図１「FHフィルム」によるフケ果軽減効果

写真 出荷８日後時点の様子

（上段：FHフィルム 下段：慣行フィルム）

図２ 「FHフィルム」の効果的な包装方法
図３ 貯蔵温度と果実肥大速

☆鮮度保持フィルム「FHフィルム」（住化積水フィルム社）をきゅうり出荷箱内包装に用いることでフケ果

の発症を軽減することができます（図１、写真）。

☆「FHフィルム」は風呂敷包みによって包装することで、より効果的にフケ果を抑止できます（図２）。

☆収穫後は高温下に置くことにより肥大速度が早まるため、早期出荷及び収穫後の流通各段階における低温貯

蔵を対策の根幹とすることが必要です（図３）。


